
寒
熱
に
二
つ
の
場
合
が
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
ご
と
く
で
あ

る
。
患
者
の
寒
熱
は
神
経
性
の
冷
え
と
の
ぼ
せ
で
あ
る
。
衆
医
の
寒

熱
は
感
染
性
の
弛
張
熱
で
あ
る
。
倉
公
は
脈
を
診
し
て
、
腎
脈
が
渋

っ
て
属
せ
ざ
る
よ
り
月
事
下
ら
ざ
る
を
知
り
、
肝
脈
が
弦
に
し
て
左

口
に
出
ず
る
こ
と
よ
り
、
男
子
を
欲
し
て
得
ざ
り
し
こ
と
を
知
る
。

腎
肝
と
も
に
生
殖
器
に
関
係
す
る
が
、
肝
は
外
陰
に
、
腎
は
内
陰
に

関
係
が
深
い
よ
う
に
考
え
る
。

感
染
症
と
し
て
の
寒
熱
は
重
症
の
病
で
あ
る
。
衆
医
が
よ
く
他
病

を
誤
診
し
て
寒
熱
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
関
心
が
強
か
っ
た
か

ら
だ
と
思
う
。

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

な
す
。
倉
公
は
内
寒
（
生
殖
器
の
冷
ゞ

し
て
座
薬
を
用
い
て
治
癒
せ
し
め
た
。

本
例
は
、
腰
背
痛
と
寒
熱
を
病
む
女
性
で
あ
る
。
衆
医
皆
寒
熱
と

す
。
倉
公
は
内
寒
（
生
殖
器
の
冷
え
）
で
月
事
下
ら
ず
、
と
診
断

『
傷
寒
論
文
字
孜
続
補
』
は
『
傷
寒
論
文
字
孜
』
（
嘉
永
四
年
刊
）

と
『
続
編
』
（
嘉
永
六
年
刊
）
を
著
わ
し
た
伊
藤
鳳
山
が
、
続
編
に

書
き
も
ら
し
た
項
目
を
増
補
し
た
未
刊
の
稿
本
で
、
従
来
は
稀
観
本

で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
八
六
年
六
月
に
右
の
三
編
を
収
録
し
、
湯

浅
幸
孫
氏
の
解
題
、
戸
川
芳
郎
氏
の
あ
と
が
き
を
附
し
た
影
印
本
が

汲
古
書
院
か
ら
出
版
さ
れ
た
の
で
よ
う
や
く
入
手
し
易
く
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
続
補
に
は
杏
雨
書
屋
に
蔵
さ
れ
て
い
た
異
本
が
あ
る
。

筆
者
は
湯
浅
本
が
出
版
さ
れ
る
以
前
に
杏
雨
本
の
複
写
を
入
手
し
て

い
た
が
、
あ
ら
た
め
て
両
者
を
比
較
す
る
と
、
項
目
の
選
定
と
そ
の
数

に
異
同
が
あ
り
、
書
写
体
や
体
裁
に
も
明
ら
か
な
異
な
り
が
あ
る
。
本

稿
で
は
そ
の
異
同
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
執
筆
時
期
を
検
討
す
る
。

『
傷
寒
論
文
字
孜
続
補
』
に
つ
い
て

一湯
浅
氏
に
よ
る
と
続
補
は
「
お
そ
ら
く
未
定
稿
で
あ
っ
た
ろ
う
」
と

荒
木
ひ
ろ
し
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い
う
。
こ
の
推
測
が
正
し
い
こ
と
は
杏
雨
本
と
の
比
較
に
よ
り
は
じ

め
て
証
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
湯
浅
本
が
五
十
二
則
を
記
載
し
た
一
巻

本
で
同
一
人
の
書
写
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
杏
雨
本
は
七
十
四
則
・

上
下
二
巻
本
と
な
っ
て
お
り
、
複
数
人
の
書
写
か
ら
成
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
も
両
者
の
異
同
は
字
句
に
と
ど
ま
ら
ず
、
解
説
も
杏
雨
本

の
方
が
よ
り
詳
細
で
あ
る
。

た
と
え
ば
冒
頭
に
お
か
れ
た
「
傷
寒
卒
病
論
集
」
の
項
を
ぷ
る

と
、
杏
雨
本
で
は
『
難
経
』
五
十
八
難
を
引
用
し
た
記
述
を
文
頭
に

お
き
、
後
半
に
湯
浅
本
と
重
複
し
た
記
述
を
の
こ
し
て
い
る
。
ま
た

湯
浅
本
で
「
小
柴
胡
湯
」
に
相
当
す
る
も
の
を
杏
雨
本
か
ら
拾
う
と

「
小
柴
胡
湯
麻
黄
湯
」
と
あ
る
。
そ
の
記
述
は
前
半
を
湯
浅
本
と
共

通
の
「
小
柴
胡
湯
、
通
津
剤
」
説
で
説
き
、
後
半
で
は
あ
ら
た
に
桂

枝
湯
・
葛
根
湯
・
麻
黄
湯
の
類
別
を
述
べ
て
、
麻
黄
を
「
営
血
中
の

陽
気
を
発
す
る
」
治
剤
と
す
る
論
を
展
開
す
る
。

続
補
に
と
り
あ
げ
て
い
る
項
目
を
検
討
し
た
結
果
は
、
両
書
に
同

一
の
も
の
が
三
十
六
則
、
標
題
を
変
更
し
た
り
明
ら
か
に
加
筆
し
て

い
る
も
の
が
十
三
則
、
湯
浅
本
に
の
象
見
ら
れ
る
も
の
が
三
則
、
杏

雨
本
に
の
桑
見
ら
れ
る
も
の
が
二
十
二
則
で
あ
っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
続
補
の
成
り
立
ち
は
、
ま
ず
湯
浅
本
が
鳳
山
の

一
一と

こ
ろ
で
、
続
補
の
著
述
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）
か
ら
翌
四
年
の
前
半
の
頃
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
当

時
の
鳳
山
は
江
戸
四
シ
谷
に
開
塾
し
て
書
を
講
じ
て
い
た
が
、
楓
山

秘
府
の
趙
開
美
翻
刻
・
宋
本
傷
寒
論
を
知
る
機
会
を
え
た
。
多
紀
元

堅
の
序
を
得
て
堀
川
済
が
そ
の
影
刻
本
を
公
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。

堀
川
氏
は
「
其
字
画
端
正
、
頗
在
宋
板
体
貌
、
蓋
傷
寒
論
莫
善
於
此

本
」
（
『
経
籍
訪
古
志
』
）
と
評
さ
れ
る
楓
山
本
を
忠
実
に
影
刻
し
て

最
善
の
テ
キ
ス
ト
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
続
補
に
引
か
れ
る
宋
本
が

こ
の
堀
川
本
を
指
し
て
い
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
。
す
な
わ
ち

「
便
字
義
」
条
下
と
「
流
留
通
用
」
（
杏
雨
本
で
は
流
読
為
留
と
あ

る
）
条
下
に
見
え
る
「
宋
本
」
の
語
が
そ
れ
で
あ
る
。
鳳
山
は
従
来

手
稿
本
と
し
て
成
り
、
次
い
で
、
門
弟
子
が
加
わ
っ
て
杏
雨
本
を
作

成
し
て
公
刊
を
期
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
湯
浅
本
に
の
承
見
ら
れ
る

「
八
十
一
難
」
の
項
は
、
他
の
著
述
へ
と
移
さ
れ
、
『
難
経
文
字
孜
』

（
八
十
一
則
よ
り
成
る
手
稿
本
）
と
し
て
結
実
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

し
か
し
こ
の
両
著
は
定
稿
に
近
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
ぜ
か
公
刊
に

至
ら
な
か
っ
た
。
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右
に
は
湯
浅
本
に
基
づ
く
視
点
を
示
し
た
が
、
杏
雨
本
は
ど
う

か
。
こ
れ
も
前
者
と
近
い
頃
に
作
成
さ
れ
た
と
み
な
し
て
よ
い
。
あ

る
い
は
鳳
山
が
甲
信
越
・
酒
田
等
を
周
遊
し
て
江
戸
四
谷
に
戻
っ
た

頃
（
文
久
年
間
・
一
八
六
一
’
六
三
）
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
し

か
し
湯
浅
本
と
『
難
経
文
字
孜
』
の
書
写
体
の
類
似
、
杏
雨
本
か
ら

『
難
経
」
へ
の
展
開
を
考
慮
す
る
と
、
安
政
年
間
に
続
補
な
ら
び
に

『
難
経
文
字
孜
』
が
作
成
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

次
註
に
求
め
る
。
以
上
唾

補
足
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

の
成
本
と
宋
本
（
一
に
宋
版
に
作
る
）
と
の
文
字
を
対
校
し
て
訓
み

０

０

と
意
味
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
便
字
を
宋
本
が
假
字
に
作

○

り
、
成
本
が
便
字
に
作
る
こ
と
を
論
じ
て
「
此
似
両
通
」
と
し
な
が

ら
「
成
本
作
便
頗
意
趣
」
と
評
し
、
便
字
を
安
と
訓
じ
「
安
然
と
し

て
忍
慮
を
用
い
ざ
る
の
意
。
殆
ん
ど
世
医
の
情
態
を
尽
く
せ
り
」
とＯ

す
る
。
一
方
、
弁
脈
法
に
見
え
る
「
榮
気
微
者
、
加
焼
針
、
則
血
流

不
行
」
の
句
に
つ
い
て
は
、
宋
本
が
「
流
」
字
を
「
留
」
字
に
作
る

○
Ｏ

Ｏ

こ
と
を
示
し
、
「
古
人
流
留
互
通
、
宋
本
作
留
者
正
字
也
。
成
本
作

○流
者
假
借
也
」
と
し
て
、
そ
の
論
証
を
『
周
易
』
繋
辞
伝
・
『
釈

文
』
・
『
詩
経
』
旋
丘
篇
・
『
荘
子
』
天
地
篇
・
『
素
問
』
八
正
神
明
論

次
註
に
求
め
る
。
以
上
は
湯
浅
氏
の
解
題
を
参
考
し
て
じ
ゃ
つ
か
ん

一
一
一幕

末
の
動
乱
の
中
に
生
き
、
各
地
を
転
を
と
し
な
が
ら
鳳
山
は
明

治
三
年
三
河
田
原
に
没
し
た
。
そ
の
生
涯
は
儒
医
と
い
う
に
ふ
さ
わ

し
く
、
群
弟
子
か
ら
「
私
か
に
明
経
先
生
と
誼
さ
れ
」
た
（
渡
辺
小

華
・
華
山
の
第
二
子
の
墓
碑
銘
に
よ
る
）
。
そ
の
主
な
医
著
述
は
本

稿
で
挙
げ
た
他
に
『
扁
鵲
伝
間
難
』
、
『
扁
倉
伝
割
解
彙
孜
刊
誤
補

遺
』
、
『
類
聚
方
序
故
事
解
』
、
『
傷
寒
論
口
授
筆
記
』
、
『
漢
蘭
酒
話
」

等
が
あ
る
。

（
荒
木
正
道
遺
徳
会
代
表
）
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